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１．件名 
伊方発電所 コンテナ式ホールボディカウンタの発電機用燃料タンクからの油の

漏えいについて 
 
２．事象発生の日時 

平成２７年６月２３日１６時５０分頃 
 
３．事象発生の設備 

伊方発電所 コンテナ式ホールボディカウンタ 
 
４．事象発生時の運転状況 

１号機 第２８回定期検査中 
２号機 第２３回定期検査中 
３号機 第１３回定期検査中 

 
５．事象発生の状況 

伊方発電所１号機、２号機、３号機は定期検査中のところ、平成２７年６月２３日

１６時５０分頃、ＥＬ．８４ｍに保管しているコンテナ式ホールボディカウンタ＊１の

下部に油が漏えいしていることを保修員が確認した。 
その後、発電機用燃料タンク＊２を新品に取替えおよび発電機用燃料タンクと給油口

配管の接続方法の変更を実施し、燃料油を給油し、接続部から燃料油が漏えいしてい

ないことを確認し、１０月２８日９時３０分、通常状態に復旧した。 
なお、復旧までの間、コンテナ式ホールボディカウンタから油漏れしていないこと

を確認している。 
本事象によるプラントへの影響および周辺環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 
 

＊１ ホールボディカウンタは、放射線業務従事者の内部被ばく測定のための測定器

であり、コンテナ式ホールボディカウンタは、緊急時に移動して使用できるよ

うホールボディカウンタをコンテナに搭載したものである。 
＊２ 電源の供給できない場所でコンテナ式ホールボディカウンタを稼働するため

に発電機を備えているもので、既製品の燃料タンクでは容量が少ないため燃料

タンクを増設（既製品の燃料タンクは封鎖）して使用している。 
 

６．事象の時系列 
６月２３日 

１６時５０分頃 コンテナ式ホールボディカウンタの下部に油が漏えいしている

ことを確認 

１７時１０分  漏えいしている油のふき取りを開始 

１９時４０分  発電機用燃料タンクの燃料油抜き取りを開始 

２１時５０分  燃料油抜き取りおよび油のふき取り終了 

６月２４日    発電機用燃料タンクの漏えい箇所調査実施し、発電機用燃料タ

ンクの胴板と側板の下面接合部に油のにじみを確認 

６月２６日    発電機用燃料タンクをコンテナから取外しを実施 
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６月２９日    確認試験を実施 

～８月２５日 

１０月２７日    燃料タンクの取替を実施 

１０月２８日 

９時３０分  燃料タンクから燃料油の漏えいがないことを確認し、復旧 

 

７．調査結果 
（１）現地調査 

ａ．事象発生時の状況調査 
コンテナ式ホールボディカウンタの下部から油が漏えいしていることを保修員

が確認したため、コンテナ式ホールボディカウンタの状況を調査したところ、コ

ンテナ式ホールボディカウンタの発電機室内に設置している発電機用燃料タンク

から油が漏えいしていることを確認した。 

 
ｂ．コンテナ式ホールボディカウンタ点検 

事象発生時の状況から、発電機用燃料タンクからの燃料油漏れの可能性が考え

られるため、発電機用燃料タンクの点検を実施することとした。 

（ａ）状態確認 

コンテナ式ホールボディカウンタの状況を確認し、発電機用燃料タンクから

燃料油が漏えいしていることを確認した。 

（ｂ）発電機用燃料タンク点検 

発電機用燃料タンクを取外し、気密試験＊３、接合部＊４の超音波探傷試験＊５、

燃料油注入による漏えい確認＊６、接合部のカラーチェック＊７および接合部浸透

探傷検査＊８を実施したところ、発電機用燃料タンク単体での漏えいは確認でき

ず、発電機用燃料タンクと給油口配管を接続しての気密試験および燃料油注入

による漏えい確認において、発電機用燃料タンクと給油口配管を接続する耐油

ホースの接続部から漏えいすることを確認した。給油時に、給油配管に給油ノ

ズルが接触し、給油口配管に引張力が加わったと考えられる。また、発電機運

転時に、発電機本体のディーゼルエンジンの振動が発電機用燃料タンクおよび

給油口配管に伝わったと考えられる。 

 

＊３ 発電機用タンクの内部を空気により加圧し、水を張った水槽に沈め、気

泡発生の有無を確認する試験法。 

＊４ 重ねあわせた部材を上下電極で挟み込み、電極を回転させながら溶接電

流を流す抵抗溶接（シーム溶接）で、部材が溶接電流による接触抵抗熱

により分子拡散し接合される。 

＊５ パルス発信器の探触子からパルス信号を発信し、反射するエコーを確認

する非破壊検査法 

＊６ 発電機用燃料タンクに燃料油を注入し、燃料油の漏えいの有無を確認 

＊７ タンク内部に浸透液を注入し、溶接部からタンク外へ浸透液が通過する

ことを確認する。 

＊８ 浸透探傷検査：接合部を切断し、表面に浸透液を塗布し、毛細管現象に

より浮き出る模様を観察する。 

（添付資料－２，３） 
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（２）保守状況の調査 
ａ．コンテナ式ホールボディカウンタ点検 

コンテナ式ホールボディカウンタの保守は、月間点検＊９、半期点検＊１０、定期

点検＊１１を実施しており、点検において異常はなかった。 
 

＊９ 外観・動作点検（１回／月） 
＊10 外観・動作点検、線源チェック（１回／６月） 
＊11 外観・動作点検、総合機能試験（線源校正含む）（１回／サイクル＊１２） 
＊12 １号機の定期検査（または特別な保全計画に基づく点検）開始日から次回

定期検査（または次回の特別な保全計画に基づく点検）開始日の前日まで

の期間 
 
ｂ．給油 

至近では、平成２７年６月４日に発電機用燃料タンクに給油＊１３したが、燃料

油の漏えいは確認されなかった。 
 

＊13 発電機の使用状況により、不定期に給油を実施している。 
 
８．類似箇所の調査 
   他の発電機の燃料タンクは、すべて、燃料タンクに給油口が溶接されている既製品

を使用しており、コンテナ式ホールボディカウンタと同様に燃料タンクに給油口をホ

ースで接続しているものはなかった。 
 
９．推定原因 
   発電機用燃料タンクへの給油時に、給油ノズルが給油口配管に接触した時の引張力、

および、発電機運転時の振動によりホースバンドが徐々に緩んだことが原因でタンク

と耐油ホースに隙間が生じ、燃料油が漏えいしたものと推定される。 
 
１０．対策 
（１）発電機用燃料タンクを新品と交換するとともに、発電機用燃料タンクと給油口配管

の接続方法を、ホースバンドで耐油ホースを固定する方法から、フレキシブル配管を

フランジで接続する方法に変更した。 
（２）コンテナ式ホールボディカウンタ点検時に、発電機用燃料タンクからの油の漏えい

がないことを確認するとともに、フレキシブル配管のフランジ部の確認を行い、必要

により増し締めを行う。 
 

以上 
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添付資料 
 
添付資料－１ コンテナ式ホールボディカウンタ 油漏えい状況 
 
添付資料－２ 発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
添付資料－３ 発電機用燃料タンクの取替状況 
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添付資料－１ 
（１／４） 

 
コンテナ式ホールボディカウンタ 油漏えい状況 

 
コンテナ式ホールボディカウンタ外観 

 

 
コンテナ式ホールボディカウンタ概略図 
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添付資料－１ 
（２／４） 

 
コンテナ式ホールボディカウンタ 油漏えい状況 

 
油漏えい箇所（コンテナ式ホールボディ外） 

 

 
 
 

  

漏えい箇所 
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付資料－１
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添付資料－１ 
（４／４） 

コンテナ式ホールボディカウンタ 油漏えい状況 
 

発電機用燃料タンク本体 

 

 
発電機用燃料タンク（給油口配管取付状態） 

 

耐油ホース 

ホースバンドホースバンド
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①気密試

 

試験 

発

発電

発電機

発電機用燃料

電機用燃料タ

機用燃料タ
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えい確認試

（大気圧＋4
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タンク
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試験結果 
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大気圧＋10k
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発生 

添付

kPa） 

配管の接続部

付資料－２

（１／８）

 

 

部から
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添付資料－２ 
（２／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
②接合部の超音波探傷試験 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

鋼板厚(1.6mm)2枚分の0~3.2mm
に有意な信号が現れていない。 

探傷箇所 
（接合部） 
探傷箇所 
（接合部） 

タンク外 タンク内 
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添付資料－２ 
（３／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
③燃料油注入による漏えい確認 

発電機用燃料タンク本体 

 

 
発電機用燃料タンク（給油口配管取付状態） 
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添付資料－２ 
（４／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
③燃料油注入による漏えい確認 

 
ホースバンドを緩めた直後

 

 
ホースバンドを緩めた約２時間後 

 
油漏えい痕 

油漏えい痕 

漏えい箇所 
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添付資料－２ 
（５／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
③燃料油注入による漏えい確認 
 

ホースバンドを緩めた翌日のタンク下部 

 

 
・結果：タンク本体からの漏えいは認められなかったが、給油口配管を耐油ホースで

接続しているホースバンドを緩めるとタンク本体と耐油ホースの接続部から漏え

いが認められた。 
  

油漏えい痕 
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添付資料－２ 
（６／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
④接合部のカラーチェック 

タンク内面（タンク内に浸透液注入） 

 

タンク外面（タンク外面現像液塗布） 

 

・結果：タンク内部から外部への漏えいは認められなかった。 
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添付資料－２ 
（７／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
⑤浸透探傷検査 

タンク切断箇所（垂直方向 16 カ所） 

 

 

 

 
 

  

接合部 
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添付資料－２ 
（８／８） 

発電機用燃料タンクの漏えい確認試験結果 
 
⑤浸透探傷検査 
 

タンク切断箇所（水平方向全面） 
 

 
 
 

 

 
  ・結果：接合不良は認められなかった。 
  

接合部 
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添付資料－３ 
（１／３） 

発電機用燃料タンクの取替状況 
 
（製作段階） 

発電機用燃料タンク（給油口取付状態） 

 

 
給油口接続部（拡大） 
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（設置段

 

 

段階） 

発電機用

タン

発電機用

発電機用

用燃料

ンク 

発電機用

用燃料タン

用燃料タン

 

用燃料タンク

ンク取付状態

ンク取付状態

クの取替状況

態（発電機室

態（発電機室

況 

室内正面）

室内背面）

給

添付

 

 

 

  

発電

タ

給油口配管 

付資料－３

（２／３）

電機用燃料

タンク 
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添付資料－３ 
（３／３） 

発電機用燃料タンクの取替状況 
 

（設置段階） 
 

給油口取付状態 

 

 
フレキシブル配管フランジ接続状態 
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